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月はやし　梢は雨を　持ちながら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松尾芭蕉

うつくしや　障子の穴の　天の川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林一茶

やわらかに　人分けゆくや　勝角力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高井几董

柿食えば　鐘がなるなり　法隆寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正岡子規

 

 

 つき　　　　　　　　　 こずえ　　 あめ　　　　　 も

　　　　　　　　　　　　　　しょう  じ　　   あな　　　　　あま　　  がわ

　　　　　　　　　　　　　　 ひと  わ　　　　　　　　　　　　 かち  ず も う

 かき  く　　　　　　　  かね　　　　　　　　　　　　　　 ほうりゅう じ

まつ  お    ば しょう

こ ばやしいっ  さ

たか  い    き   とう

まさ おか   し　き

俳　句俳　句
2年目
ステップ7

音
おん せ い

声はこちら
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四字熟語四字熟語2年目
ステップ7

せん  て   ひっ しょう

だい たん  ふ   てき

 き     し    かいせい

りん   き   おう へん

 ひと　　　　  さき　　おこな　　　　　　 かなら　　 ゆう  り

  ど きょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  どう

　　　　　 ば　　   おう　　　　  てき せつ　　 しょ  ち

 

 

先手必勝　
　人より先に行えば、必ず有利になる。

大胆不敵
　度胸があって、どんなことにも動じない。

起死回生
　あぶないところをきりぬけたてなおす。

臨機応変
　その場に応じて適切な処置をする。

音
おん せ い

声はこちら
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う　たう　た
2年目
ステップ7

 

　《内閣のうた》

内閣　行政権　内閣　行政権

行政権を持つ　最高機関　内閣

内閣総理大臣に　なりたいな　

どうすれば　いいのかな

国会議員でないと　なれません

国会が指名し　天皇が任命

総理大臣の仕事は　国務大臣を任命　やめさせたり

国会を解散させたり

国務大臣の仕事は　行政省庁のトップで　指示を出す　

半数以上　国会議員でなくてはなりません

 

 ない かく　　ぎょうせい けん　　 ない かく　   ぎょうせい けん

ぎょうせいけん　　  も　　　　　 さい こう  き  かん　　  ない かく　　　　　

 ない かく そう  り  だい じん

 こっ かい  ぎ  いん

 こっ かい　　   し  めい　　        てん のう　　 にん めい

 そう  り  だい じん　　　 し  ごと　　　　  こく  む  だい じん　　  にん めい

 こっ かい　　 かい さん

 こく  む  だい じん　　　し  ごと　　　　 ぎょうせいしょうちょう　　　　　　　　　　　　　 し　 じ　　　 だ

 はん すう  い じょう　　 こっ かい  ぎ  いん  

　　　　　  ない   かく

音
おん せ い

声はこちら
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ことわざことわざ2年目
ステップ7

いっ  すん　　  むし　　　　　 ご     ぶ　　 たましい

  ま　　　　　 たね　　    は

 くる　　           とき　　   かみ だの

うじ　　　　    そだ

さわ　　　　   かみ　　 たた

　　　　　　　　　 よわ　　 ちい　　　　　　　　　　　　　　 い　 じ　　　　　　　　　　　  あなど

 なに　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よ　　　けっ  か　　　  え

 たよ　　　　　　　　　　　　　  なに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き    も

　　  いだ　　 こと

 にん げん　　　　　　　　　 いえ がら　　   ち  すじ　　　　  そだ　　　　  かんきょう　   きょういく

　　  ほう　　 たい せつ

  よ  けい　　 こと　　  かか　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　わざわ　　　　 まね　　 こと　

　　　な　　　　

 

一寸の虫にも五分の魂
　どんなに弱い小さいものにも意地があるから侮っ
　てはいけない。

蒔かぬ種は生えぬ
　何もしないでいては良い結果は得られない。

苦しい時の神頼み
　頼れるものには何にでもすがろうという気持ち
　を抱く事。

氏より育ち
　人間にとって家柄や血筋より育った環境や教育
　の方が大切である。

触らぬ神に祟りなし
　余計な事に関わり合わなければ、災いを招く事
　は無い。

音
おん せ い

声はこちら
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虫の声虫の声
2年目
ステップ7

 

 

スズムシ

マツムシ

エンマコオロギ

キリギリス

音
おん せ い

声はこちら
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百人一首百人一首
2年目
ステップ7
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音
おん せ い

声はこちら


